


　12月
がつ

から１月
がつ

にかけては、日
に

本
ほん

に昔
むかし

から伝
つた

わる行
ぎょう

事
じ

がたくさんあります。その

時
とき

に食
た

べる「行
ぎょう

事
じ

食
しょく

」には、昔
むかし

の人
ひと

のねがいや思
おも

いがこめられています。

冬
とう

至
じ

　１年
ねん

の中
なか

で昼
ひる

が一
いち

番
ばん

短
みじか

く、夜
よる

が一
いち

番
ばん

長
なが

い日
ひ

のことで

す。今
ことし

年は12月
がつ

22日
にち

です。冬
とう

至
じ

にはかぼちゃを食
た

べ、ゆ

ずを浮
う

かべたおふろ「ゆず湯
ゆ

」に入
はい

る風
ふう

習
しゅう

があります。

おせち料
りょう

理
り

　おせち料
りょう

理
り

は、お正
しょう

月
がつ

に食
た

べるお祝
いわ

いの料
りょう

理
り

です。新
あたら

しい年
とし

がよい年
とし

になるように、一
ひと

つひとつの料
りょう

理
り

にねが

いがこめられています。

　昔
むかし

、干
ほ

したいわしを田
た

ん

ぼの肥
ひ

料
りょう

にしていたことか

ら、たくさんのお米
こめ

がとれ

ますように。

　たいは「めでたい」、え

びはひげが長
なが

く、こしが曲
ま

がったすがたから、長
なが

生
い

き

できますように。

　こぶを「よろこぶ」にか

けて、よろこびのある楽
たの

し

い１年
ねん

になりますように。

　昔
むかし

の本
ほん

である巻
まき

物
もの

に形
かたち

が

にていることから、よく勉
べん

強
きょう

ができますように。

　今
こ

年
とし

も１年
ねん

、元
げん

気
き

にすご

せますように、よく働
はたら

けま

すように。

　黄
こ

金
がね

色
いろ

をしているくりを

お金
かね

に見
み

立
た

てて、ゆたかな

くらしができますように。

年
とし

こしそば
　１年

ねん

の最
さい

後
ご

の日
ひ

を「大
おお

みそか」といい、年
とし

こしそばを

食
た

べる風
ふう

習
しゅう

があります。長
なが

いそばのように長
なが

生
い

きできま

すように、というねがいがこめられています。

「ん」がつくものを食
た

べると「運
うん

」がつく
　幸

しあわ

せをねがって、名
な

前
まえ

に「ん」がつく食
た

べ物
もの

を冬
とう

至
じ

に食
た

べるところもあります。とく

に２つ「ん」がつく食
た

べ物
もの

は、縁
えん

起
ぎ

がよいとされています。

　冬
とう

至
じ

にかぼちゃを食
た

べるのは、野
や

菜
さい

の少
すく

な

かった冬
ふゆ

に栄
えい

養
よう

のあるかぼちゃを食
た

べ、かぜを

ひいたり、病
びょう

気
き

にかかったりしないようにした

昔
むかし

の人
ひと

の知
ち

恵
え

でもあります。

年
ねん

末
まつ

年
ねん

始
し

の行
ぎょう

事
じ

食
しょく

（かぼちゃ）

（うどん）
七
なな

草
くさ

がゆ 鏡
かがみ

開
びら

き

　１月
がつ

７日
か

に「春
はる

の七
なな

草
くさ

」を入
い

れたおかゆ

を食
た

べて、新
あたら

しい年
とし

の健
けん

康
こう

をねがいます。

お正
しょう

月
がつ

にごちそうを食
た

べたおなかを休
やす

ませ

ることもできます。

　お正
しょう

月
がつ

にお供
そな

えしていた鏡
かがみ

もちを、１年
ねん

の健
けん

康
こう

をねがっていただく行
ぎょう

事
じ

です。ぜん

ざいやお雑
ぞう

煮
に

にして食
た

べます。

田
た

作
づく

り

たい・えび

こぶ巻
ま

き

だて巻
ま

き

黒
くろ

豆
まめ

くりきんとん


